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初めてベトナムから
国際交流員が着任

　境港市では初めてとなる、ベトナムからの
国際交流員として、ＤＡＭ　ＮＧＯＣ　Ｑ
ＵＡＮＧ（ダム・ゴック・クァン）さんが
着任しました。
　任期は来年７月末までで、水産商工課に
所属し、国際交流や多文化共生などの事業
に従事します。
　（着任にあたっての挨拶を、本紙１７ペー
ジに掲載しています。）



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
事
業
者
支
援

新たな事業者支援策のご案内
１０月から新たな給付金の支給が始まっています。ぜひご活用ください。

境港市事業者応援給付金

▼支給要件

◇市内に本社または本店となる事業所を有する中小企業者（個人事業主含む）であること

　（業種は問いません）。

◇新型コロナウイルスの影響により、令和３年７月～11月のいずれか１カ月の売上が、

　前年または前々年同月比で３０％以上減少していること。

◇境港市税の滞納がないこと。

◇法人の場合は直近事業年度分の法人市民税の確定申告、個人の場合は令和２年分の事業

　所得を申告していること。　　など

▼支給額

　１事業者あたり一律１０万円

▼申請期限

　１２月２８日（火）

▼問い合わせ先

　水産商工課　商工振興係　☎４７－１０５６

鳥取県コロナ禍緊急応援金

▼支給要件

◇県内中小企業者（個人事業主含む）で、外出自粛等の影響を強く受けた事業者または

　その事業者と直接かつ継続取引がある事業者であること。

◇新型コロナウイルスの影響により、令和３年６月～９月のいずれか１カ月の売上が、前

　年または前々年同月比で３０％以上減少していること。　　など

▼支給額

　売上減少額（上限額：法人２０万円、個人１０万円）

▼申請期限

　１２月１０日（金）

▼問い合わせ先

　鳥取県コロナ禍緊急応援金コールセンター　☎０８５７－２６－７９７１

　　　　　　※この他の支援策についても、

　　　　　　　市ホームページでご案内しています。

　　　　　　　（右のQRコードからご確認いただけます。）

国や県の支援策に関する相談窓口

　鳥取県では、国や県の支援策に関する相談や申請サポートについて、行政書士や税理士

等が個別対応する「ワンストップ窓口」を設置しています。事前予約制ですので、３日前

までに電話で予約してください。

▼場　所　　　　鳥取県西部総合事務所内（米子市糀町１丁目１６０）

▼時　間　　　　平日の午前８時３０分～午後５時１５分

▼予約電話番号　☎３１－９６３７
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市内事業者を応援しましょう！

境を応援　さかエ～ル！　～お買い物・お食事は市内で～

　新型コロナウイルスの影響により、多くの市内事業者が苦境に立たされています。今年３月に

お配りしたふるさと応援地域振興券も活用して、次のような取り組みにより、市内事業者を応援

しましょう。

◇今こそ地元のお店を積極的に利用する。
◇感染予防対策をしている市内飲食店で食事、あるいはテイクアウトする。
◇地元の水産物や野菜を積極的に購入する。
◇帰省できない親族・友人に、ふだん観光客が買うお土産品を送り、
　ふるさとを感じてもらう。

ふるさと応援地域振興券が残っていませんか？

　ふるさと応援地域振興券としてお配りした「商品券」・「食事券」の

使用期限は、いずれも１２月３１日（金）です。

　期限後は使用できませんので、お手元に残っていないかご確認のうえ、

残っている場合は早めに使って、市内事業者を応援しましょう。

▼問い合わせ先

　水産商工課　商工振興係　☎４７－１０５６

鳥取県新型コロナ安心対策認証店特別応援キャンペーン
（プレミアム付きお食事クーポン券の販売）

　鳥取県が認証する新型コロナ安心対策認証店のうち、キャンペーンに参加する飲食店が各店舗

で使える２５％のプレミアム付きお食事クーポン券を販売しています。境港市内の飲食店も参加

していますので、お得なクーポン券を活用して応援しましょう。

▼クーポン券について

　１冊あたりの販売額は4,000円で、5,000円分（500円×10枚）の飲食ができます。

▼購入期限

　来年1月31日（月）

▼使用期限

　来年3月31日（木）

▼注意事項

◇キャンペーンの参加飲食店の店頭で購入できます。

◇購入した店舗でのみ、使用できます。（購入店舗以外での使用は不可）

◇購入は一人1回あたり1冊までです。

◇１店舗あたり100冊限定販売のため、

　店舗によっては完売している場合があります。

▼問い合わせ先

　鳥取県販路拡大・輸出促進課　☎０８５７－２６－７７６７

　　　※参加飲食店は鳥取県ホームページで確認してください。

　　　　（右のQRコードからご確認いただけます。）
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
　境港市では、一人でも多くの市民に「児童虐待防止」への関心を持ってもらうため、境港市要保護
児童対策地域協議会の構成メンバー（福祉・教育・医療・警察機関など）がお互いに協力を図り、１１
月の「児童虐待防止推進月間」を中心に児童虐待防止啓発パレード、オレンジリボン配布等の児童虐
待防止普及啓発活動を展開します。

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください
　あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます

　 　 　 ▼連絡（相談）・問い合わせ先　　◇子育て支援課　家庭児童相談室　☎４７－１０７５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇米子児童相談所　　☎３３－１４７１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇全国共通ダイヤル　☎１８９（いち はや く）

１１月１１月はは  児童虐待防止推進月間 児童虐待防止推進月間 ですです
今年度の標語

１８９（いちはやく）「だれか」じゃなくて「あなた」から

オレンジリボン運動
　「児童虐待のない社会の実現」を目指す市民運動です。
　わたしたち一人一人が「子育てにやさしい社会」を作ることが、
児童虐待の防止につながります。児童虐待防止に賛同される人が、
それぞれ胸にオレンジリボンを着けることで、児童虐待防止の活動
に参加できます。

児童虐待防止啓発パレードを実施します

　 ▼と　き　１１月２１日（日）午前１０時～１１時

　 ▼コース　【スタート】しおさい会館⇒水木しげるロードを東進⇒水木しげる記念館
　　　　　　【折り返し】⇒水木しげるロードを西進⇒しおさい会館【ゴール】

児童虐待とは・・・

身体的虐待　
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、

　　　　　　溺れさせる　など

　性的虐待  　
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体に

　　　　　　する　など

ネグレクト　
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に

　　　　　　放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない　など

心理的虐待　
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の

　　　　　　前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ）　など

子育て支援課　家庭児童相談室　☎４７－１０７５
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９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
７
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
に
は
、
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ

れ
、
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
１
３

万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

２
０
０
億
１
６
０
０
万
７
千
円
と
し

ま
し
た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
係
る
事
業
》

　

県
内
で
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
お

り
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
長
引
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
休
業
も
し
く
は

売
上
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
市
内

事
業
者
に
、
一
律
10
万
円
の
支
援
金

を
給
付
す
る
た
め
の
経
費
５
０
２
３

万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
関
連
し
て
、
職
員
の

時
間
外
勤
務
の
増
加
等
に
よ
り
、
不

足
が
見
込
ま
れ
る
人
件
費
お
よ
び
接

種
費
用
の
時
間
外
・
休
日
加
算
の
追

加
に
よ
り
不
足
す
る
委
託
料
３
２
６

５
万
円
余
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
受
診
控
え
に

伴
う
、
医
業
収
入
の
減
少
に
よ
り
、

不
足
が
見
込
ま
れ
る
日
曜
休
日
応
急

診
療
所
の
指
定
管
理
委
託
料
２
０
０

万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

《
令
和
３
年
７
月
豪
雨
対
策
に
関
す

る
事
業
》

　

被
害
を
受
け
た
白
ネ
ギ
等
の
圃
場

に
お
い
て
、
病
害
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
の
緊
急
防
除
を
行
っ
た
生
産
者
等

へ
の
補
助
金
88
万
円
余
、
豪
雨
の
影

響
に
よ
り
、
経
営
の
安
定
に
深
刻
な

影
響
が
生
じ
て
い
る
市
内
中
小
事
業

者
等
が
境
港
市
災
害
等
緊
急
対
策
資

金
制
度
に
よ
る
融
資
を
受
け
た
際
に
、

県
と
協
調
し
て
実
施
す
る
利
子
補
助

金
４
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

お
よ
び
土
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に

伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社
等
か

ら
の
土
地
購
入
費
７
６
８
７
万
円
余
、

戸
籍
法
の
改
正
に
伴
う
戸
籍
シ
ス
テ

ム
の
改
修
等
経
費
２
１
２
万
円
余
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
生
理
用
品

を
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
方
等
を
支

援
す
る
た
め
、
庁
舎
内
の
ト
イ
レ
や

窓
口
、
小
中
学
校
等
で
配
布
す
る
生

理
用
品
の
購
入
費
８
千
円
、
重
度
障

が
い
者
の
就
労
支
援
と
し
て
、
雇
用

施
策
と
連
携
し
て
、
職
場
等
に
お
い

て
必
要
と
な
る
、
姿
勢
の
調
整
な
ど

の
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
経
費

１
８
３
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が

見
込
ま
れ
る
、
家
庭
用
発
電
設
備
等

導
入
推
進
事
業
補
助
金
６
４
０
万
円
、

海
洋
ご
み
対
策
と
し
て
、
市
内
の
河

川
に
設
置
す
る
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の

購
入
費
お
よ
び
川
ご
み
の
回
収
、
分

別
調
査
等
の
委
託
料
80
万
円
余
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

米
川
土
地
改
良
区
が
実
施
す
る
、

中
海
干
拓
地
の
水
利
設
備
更
新
事
業

に
係
る
負
担
金
20
万
円
余
、
鳥
取
県

農
業
農
村
担
い
手
育
成
機
構
が
実
施

す
る
、
中
海
干
拓
地
の
荒
廃
農
地
再

生
事
業
に
係
る
負
担
金
66
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
。

【
商
工
費
】

　

後
継
者
の
不
在
に
よ
り
、
第
三
者

へ
の
事
業
承
継
を
目
指
す
市
内
中
小

事
業
者
等
が
、
専
門
機
関
等
の
支
援

を
受
け
る
た
め
の
経
費
に
対
す
る
助

成
金
１
０
０
万
円
、
水
木
し
げ
る
記

念
館
の
機
能
強
化
お
よ
び
魅
力
向
上

を
図
り
、
文
化
観
光
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
周
辺
観
光
施
設
と
の
連
携
や

妖
怪
文
化
の
伝
承
、
情
報
発
信
を
行

う
た
め
の
経
費
１
７
５
万
円
余
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

大
雨
や
高
潮
等
に
よ
る
浸
水
被
害

へ
の
対
策
と
し
て
整
備
す
る
発
電
機
、

水
中
ポ
ン
プ
等
の
購
入
費
５
２
４
万

円
余
、
道
路
幅
が
４
メ
ー
ト
ル
未
満

の
狭
あ
い
道
路
を
拡
幅
す
る
た
め
の

工
事
に
係
る
測
量
お
よ
び
設
計
等
の

委
託
料
１
０
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
。

【
歳
入
】

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど

を
計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰

越
金
お
よ
び
基
金
繰
入
金
、
市
債
を

増
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

機
器
の
納
期
の
関
係
に
よ
り
、
年

度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
、

資
源
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
設
定
し
、
翌
年
度
に
予
算
を
繰

り
越
す
措
置
を
と
り
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

令
和
３
年
７
月
豪
雨
災
害
特
別
金

融
支
援
事
業
利
子
補
助
金
に
つ
い
て
、

融
資
実
行
日
か
ら
３
年
間
の
利
子
補

助
を
す
る
た
め
、
ま
た
、
市
民
バ
ス

運
行
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、
令
和

４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
運

行
管
理
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
、

令
和
４
年
度
当
初
か
ら
運
行
管
理
を

行
う
た
め
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
管
理

運
営
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
令

和
４
年
度
当
初
か
ら
管
理
運
営
を
行

う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

渡
町
の
汚
水
管
路
施
設
の
設
計
委

託
料
１
３
４
０
万
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
17
億
４
２
１
０
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

令
和
２
年
度
に
概
算
払
い
を
受
け

た
、
国
県
等
か
ら
の
交
付
金
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
２
１
１
５
万
６
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
39
億
５
５

８
５
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
個
人
情
報
保
護
条
例
お
よ

び
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
の
制
定
に
よ
り
、「
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
」
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

が
改
正
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
主
体
が
市
か
ら
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
変
更
と

な
る
こ
と
か
ら
同
カ
ー
ド
の
再
交
付

手
数
料
を
徴
収
す
る
規
定
を
削
除
す

る
な
ど
の
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

■
魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
境
港
ふ
る
さ

と
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

新
た
に
取
り
組
む
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
附
金
に
つ
い
て
も
、
基

金
に
積
み
立
て
、
当
該
寄
附
金
の
活

用
事
業
と
な
る
「
境
港
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画
に
関
す

る
事
業
」
の
財
源
に
充
当
で
き
る
よ

９
月
定
例
市
議
会
報
告
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う
、
基
金
が
処
分
で
き
る
範
囲
を
拡

大
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
特
定
一
般

用
医
薬
品
の
購
入
費
用
を
医
療
費
控

除
の
対
象
と
す
る
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
特
例
期
間
を
、

令
和
９
年
度
ま
で
延
長
す
る
な
ど
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

誠
道
団
地
の
建
替
え
に
伴
い
、
老

朽
化
し
、
空
き
家
と
な
っ
た
住
宅
を

解
体
す
る
た
め
、
当
該
住
宅
を
廃
止

し
ま
し
た
。

■
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、

き
さ
ら
ぎ
・
さ
ん
び
る
共
同
企
業
体

を
指
定
し
ま
し
た
。

■
副
市
長
に
清
水
寿と
し
お夫

さ
ん
を
選
任

■
教
育
委
員
会
委
員
に
十そ

ご
う河

淳
じ
ゅ
ん

さ
ん

を
任
命

■
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員
に
赤

石
有
平
さ
ん
、
川
端
収
お
さ
む

さ
ん
、
深
町

仁
美
さ
ん
を
任
命

委

員

会

提

出

議

案

■
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状

況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
境
港
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
制
定
に
つ
い
て

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議

員

提

出

議

案

■
「
島
根
原
子
力
発
電
所
に
係
る
鳥

取
県
民
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協

定
」
を
立
地
自
治
体
と
同
等
の
協
定

に
改
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議

■
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
批
准
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
審
議
結
果

■
採
択
・
意
見
書
提
出

◇
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

　

る
陳
情

■
採　

択

◇
島
根
原
発
２
号
機
再
稼
働
の
是
非

　

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
前
に
、

　

中
国
電
力
に
対
し
て
立
地
自
治
体

　

並
み
の
安
全
協
定
の
実
現
を
強
く

　

求
め
る
陳
情

◇
地
域
医
療
を
支
え
る
済
生
会
境
港

　

総
合
病
院
の
維
持
・
存
続
・
充
実

　

を
求
め
る
陳
情

■
不
採
択

◇
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め

　

る
請
願

◇
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
危
機
の

　

改
善
を
求
め
る
請
願

◇
会
議
結
果
の
議
員
別
表
決
態
度
の

　

公
表
に
つ
い
て
の
陳
情

◇
原
子
力
災
害
時
の
避
難
計
画
に
つ

　

い
て
、
原
発
の
稼
働
の
要
件
と
な

　

る
よ
う
に
国
に
よ
る
審
査
・
検
証

　

の
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
を
国
に

　

求
め
る
陳
情

島根原子力発電所に関する住民説明会
　島根原子力発電所２号機の審査結果について、中国電力（株）から説明を聞くことができる機会を設

けます。市からは鳥取県原子力防災ハンドブックの説明をします。

▼日程・会場

▼募集定員　　各会場３０人（コロナ対策のため）　※境公民館は４０人まで。

▼応募方法　　予約制（電話・メール・ファクシミリ）　※一人１会場までとします。

▼申込期限　　１１月１５日（月）正午まで

▼その他　　　マスク着用のうえご参加ください。また参加者には検温、手指消毒を実施します。

▼申し込み・問い合わせ先

　自治防災課　☎４７－１０７１　FAX４６－０２９９　 Mail jichibousai@city.sakaiminato.lg.jp

日 時　間 会　場 参加できる人

１１月１５日（月） １９時～２１時 渡公民館 該当地区にお住いの人

１１月１７日（水） １９時～２１時 中浜公民館 該当地区にお住いの人

１１月１９日（金） １９時～２１時 上道公民館 該当地区にお住いの人

１１月２１日（日） １４時～１６時 境公民館 市内在住の人

１１月２２日（月） １９時～２１時 余子公民館 該当地区にお住いの人

１１月２４日（水） １９時～２１時 外江公民館 該当地区にお住いの人

１１月２６日（金） １９時～２１時 誠道公民館 該当地区にお住いの人
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境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況

▼問い合わせ先

　財政課　財政係　☎47－1012

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 38 億 1,266 万円 23 億 9,806 万円 62.9％

地 方 交 付 税 32 億 5,000 万円 23 億   163 万円 70.8％

国・県支出金 67 億 2,713 万円 11 億 1,183 万円 16.5％

市 債 15 億 4,660 万円 0万円 0.0％

そ の 他 70 億   737 万円 17 億 7,681 万円 25.4％

合 計 223 億 4,376 万円 75 億 8,833 万円 34.0％

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 114,288 円 248,220 円

人口

　33,360 人

世帯数

　15,360 世帯

国民健康

保 険 税
89,635 円 132,202 円

被保険者数

　6,168 人

対象世帯数

　4,182 世帯

総務費（執行率：26.0％）

予算現額　21億 738 万円

支出済額　  5 億 4,884 万円

民生費（執行率：36.6％）

予算現額　60億 3,192 万円

支出済額　22億 1,035 万円

衛生費（執行率：35.2％）

予算現額　15億 8,936 万円

支出済額　 5億 5,943 万円

商工費（執行率：76.3％）

予算現額　33億 9,352 万円

支出済額　25億 8,963 万円

その他（執行率：43.7％）

予算現額　 8億 9,463 万円

支出済額　 3億 9,098 万円

公債費（執行率：46.8％）

予算現額　12億 8,576 万円

支出済額　 6億   143 万円

教育費（執行率：15.2％）

予算現額　51億 5,017 万円

支出済額　 7億 8,276 万円

土木費（執行率：24.1％）

予算現額　18億 9,102 万円

支出済額　 4億 5,484 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：223 億 4,376 万円

支出済額：  81 億 3,826 万円

　　　　　（執行率：36.4％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は令和３年度予算の執行状況や市債の状況

などについてお知らせします。

（令和３年９月３０日現在）

予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率

5 億 5,287 万円 2億 3,780 万円 43.0％

国民健康保険税の収入状況国民健康保険税の収入状況
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境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用
語
の
説
明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
一
部
が
、
市
の
財
政

状
況
等
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
市
の
借

金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
園
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 117 億 4,424 万円

下水道事業費特別会計 110 億 7,082 万円

そ の 他 特 別 会 計 5億 8,693 万円

合 計 234 億   199 万円

会  計  名 借 入 金 額

一 般 会 計 0万円

会  計  名
（※印：公営企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 33 億 1,726 万円
14 億 6,750 万円

12 億 2,993 万円

駐 車 場 費 ※ 7,840 万円
1,401 万円

7,059 万円

下水道事業費※ 23 億 9,609 万円
3億 5,950 万円

9億 4,746 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

511 万円
93 万円

4万円

介 護 保 険 費 39 億 5,585 万円
16 億 3,138 万円

16 億 1,676 万円

土地区画整理費※ 5,317 万円
0万円

5,185 万円

市 場 事 業 費 ※ 7,911 万円
3,463 万円

3,026 万円

後期高齢者医療費 4億 4,954 万円
1億 5,607 万円

1億 5,745 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　３５２，０４９円

市有財産の状況市有財産の状況

基金

46 億 8,672 万円

土地

1,821,744 平方㍍

建物

138,666 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 4,892 万円
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（１）健全化判断比率
　令和２年度決算における境港市の比率は、いずれも財政等を早期に健全化すべきとされる基準値（早期健全

化基準）を大きく下回っており、本市の財政状況は健全な状態です。

◇実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、令和元年度と同様に黒字であったため、比率は生じません。

◇実質公債費比率は、一般会計の元利償還額が減少傾向にあることなどにより、令和元年度と比較して、

　１．１ポイント改善しました。

◇将来負担比率は、普通交付税の基準財政需要額に算入が見込まれる市債残高の増加などにより、令和元年

　度と比較して、３．３ポイント改善しました。

健全化判断比率 令和２年度 令和元年度
早期健全化
基　　準

財政再生
基　準

実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 13.73% 20.0%

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 18.73% 30.0%

実質公債費比率 11.8% 12.9% 25.0% 35.0%

将来負担比率 123.3% 126.6% 350.0% ー

（２）資金不足比率
　いずれの会計も資金不足が生じなかったため、比率はありません。

公営企業の会計名 令和２年度 令和元年度
経営健全化
基　　準

下水道事業費特別会計 資金不足なし 資金不足なし

20.0%土地区画整理費特別会計 資金不足なし 資金不足なし

市場事業費特別会計 資金不足なし 資金不足なし

境港市財政の
健全化判断比率等をお知らせします

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）の規定により、令和２年度決算に基づ
く「健全化判断比率」と「資金不足比率」を算定しました。
　この比率は、自治体財政の「健全度」を測るものさしとするもので、その算定結果をお知らせします。

▼問い合わせ先　財政課　財政係　☎４７－１０１２

【健全化判断比率】

　地方自治体の財政健全化が必要かどうかを判断する比率

で、次の４つがあります。

①実質赤字比率

　地方公共団体の中心的な会計（一般会計等）の赤字の程

度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

②連結実質赤字比率

　すべての会計の黒字額や赤字額を合算し、地方公共団体

全体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を

示すものです。

③実質公債費比率

　地方公共団体の借入金の返済金とこれに準じた経費の合

計額を指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。

④将来負担比率

　地方公共団体の将来負担するべき実質的な負債の程度を

指標化し、将来財政運営を圧迫する可能性を示すものです。

【資金不足比率】

　公営企業の事業規模である「料金収入の規模」と「資金

不足の額（赤字額）」を比較し、経営状況の深刻度を示す

ものです。

用語解説
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【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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暮らせるまちを目指して
【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

　人権の保障を国際的にうたった「世界人権宣言」が国連総会で採択された１２月１０日を記念して「人
権デー」とし、この日を最終日とする１週間が「人権週間」となります。
　私たちの身近なところで起きている人権問題・人権課題（インターネット上での誹謗中傷や人権侵
害など）を他人事ではなく、自分事としてとらえ、関心を持ち、理解を深めていくことが問題や課題
の解決につながります。互いを思いやり、自分の人権も相手の人権も大切にして、生活していきましょ
う。

◆◆ 『境港市人権ふれあいフェスティバル』を開催します ◆◆
　「人権」を身近に感じていただく機会として、「境港市人権ふれあいフェスティバル」を開催します。
市内の小・中学生、高校生の人権標語や作文、ポスタ―などの人権啓発作品を一堂に集め、展示しま
すので、ぜひご覧ください。

▼と　き　１２月１１日（土）［開場　正午］

▼ところ　文化ホール

▼内　容　・市内小・中学校、高校の児童・生徒による作品の展示
　　　　　・人権啓発映像作品（ＤＶＤ）の上映
　　　　　　「サラーマット　～あなたの言葉で～」【外国人と人権】
　　　　　　「話せてよかった」【家庭からふりかえる人権】
　　　　　・バザー

▼入場料　無料

１２月４日（土）～１０日（金）は 「人権週間」 です

　１１月１２日（金）～１８日（木）
は、全国一斉「女性の人権ホットラ
イン」強化週間です。夫やパートナー
からの暴力やストーカーなど女性を
めぐるさまざまな人権問題の解決を
図るため、人権相談活動を強化する
週間です。
　強化週間中は、相談受付時間が延
長になります。一人で悩まず、相談
をしてください。

▼相談電話番号
　☎０５７０ー０７０ー８１０

▼受付時間
◇平日
　　午前８時３０分～午後７時
◇土・日
　　午前１０時～午後５時
※強化週間以外は、平日の
　午前８時３０分～午後５時１５分
　です。

 「女性の人権ホットライン」
強化週間 　一人一人を大切にする人権尊重の視点から、「家庭からふり

かえる人権」について、人権啓発映像作品「話せてよかった」
の視聴を通して考えてみましょう。気軽にご参加ください。

※余子地区、渡地区は、１２月中旬以降に開催します。
※会場ごとに定員を設けています。
※事前に申し込みが必要です。会場となる公民館にお申し込
　みください。

▼参加料　無料　

境港 ふれあい・ほっと ミーティング
＜人権学習地区巡回講座＞

日　時
会　場

【申し込み先】
定 員

11月16日（火） 10:00 ～ 11:00
上道公民館

【☎44―2183】
20人

11月19日（金） 13:30 ～ 14:30
境公民館

【☎44―0440】
30人

11月25日（木） 20:00 ～ 21:00
外江ふれあい会館

【☎42―3204（外江公民館）】
15人

12月 7日（火） 20:00 ～ 21:00
中浜集会所

【☎45―0207（中浜公民館）】
20人

12月 8日（水） 13:30 ～ 14:30
誠道公民館

【☎45―5392】
20人
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　私たちは、誰でも「幸福に生きる権利」を持っています。
「もし、犯罪被害にあってしまったら？」
　日々の平穏な暮らしの中で、犯罪は突然に起こります。そして、犯罪
被害にあう人は、特別な人ではなく、社会で普通に暮らしている人たち
です。犯罪の被害者やその遺族・家族には、事件による直接的な心身の
被害以外にも、さまざまな被害が降りかかっている現状があります。
　例えば、一家の生計を支えていた人を亡くした場合は、その家族はす
ぐにでも経済的に大きな影響を受けることになります。また、マスメディ

アによる過剰な報道や無責任なうわさなどは、犯罪被害者等（被害者本人だけでなく、その家族や遺族、
親族等）の健康面に深刻な影響（精神的ショックや身体の不調など）を及ぼすことがあり、犯罪被害
者等の平穏な私生活を侵害することになりかねません。
　２００５年には、犯罪被害者等の人権に対する配慮と保護を図ることを目的に、「犯罪被害者等基本
法」が施行されました。犯罪被害者等の権利を守ることは、私たち一人一人の「幸福に生きる権利」を
守ることにつながります。
　１１月２５日（木）～１２月１日（水）は、犯罪被害者への理解を深め、支援意
識を高めるための『犯罪被害者週間』です。犯罪被害者等が再び平穏な暮らしを取
り戻すことができるよう相談窓口として、「とっとり被害者支援センター（相談専用
ダイヤル☎０１２０－４３－０８７４）」や「性暴力被害者支援センター『クローバー
とっとり』（相談専用ダイヤル☎０１２０－９４６－３２８）」があります。月～金
曜日の午前１０時～午後４時に受け付けています。悩まず、ご相談ください。

 平穏な暮らしを取り戻すために
　～犯罪被害者を支えるには？～

　誰もが自分のセクシュアリティ（人間の性・性のあり方）を
尊重され、自分らしく生きることができる社会でなくてはなり
ません。
　日々の生活の中で、何気ない冗談の中にも人を傷つけている
ことがありませんか。周囲にセクシュアル・マイノリティ（性
的少数者）の人々が「いない」のではなく、「見えていない」「気
づいていない」のかもしれません。
　性のあり方は、一人一人の人権に関わる大切なことです。私

たちは、性的指向や性自認に関する正しい知識を学び、日々の生活の中で、セクシュアル・マイノリティ
の存在やセクシュアル・マイノリティの抱えている悩みに気づくことができる「よき理解者・応援者（ア
ライ〈ally〉）」になりたいものです。性のあり方は多様であるということを自覚した言動を身につけま
しょう。
　本市では、一人一人の人権を尊重し、すべての人が「安心して暮らせるまち」を目指し、多様な性
の理解を深める機会（人権学習講座等）をもつとともに、セクシュアル・マイノリティのカップルの「パー
トナーシップ宣誓制度」の導入について検討を進めています。

 誰もが『自分らしく』生きられる社会へ
　　～ 安心して暮らせるまちづくり ～

 
　

みんなで拓く
人権文化 219

シリーズ「セクシュアル・マイノリティと人権」③ 〈３回連続企画〉

誰もが自分らしくいきいきと
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無理のない省エネであなたも温暖化対策を
　これから気温も下がってきて、暖房を使用するようになると思います。
　エアコンや石油ファンヒーターの使用について、家庭やオフィスの中で
できる、効果的な省エネ・節電の方法やその効果を紹介します。
　これを実践してみるだけで、あなたも地球温暖化対策に貢献できます。
　環境にも家計にも優しくできるちょっとした行動です。
　皆さんもぜひやってみてください。

さかなと鬼太郎のまち 環境への取り組み～まちの話題～

エアコン

フィルターを月に1回か2回清掃しましょう
◇フィルターが目詰まりしているエアコン（２．２　
　ｋＷ）とフィルターを清掃した場合の比較
　　・年間で電気３１．９５kWhの省エネ
　　・CO2削減量１５．６kg
　　・年間で約８６０円の節約になります。

冬季の室温は２０℃を目安に　
◇外気温度６℃の時、設定温度を２１℃から２０
　℃にした場合（使用時間：９時間／日）
　　・年間で電気５３．０８kWhの省エネ
　　・CO2削減量２５．９kg
　　・年間で約１，４３０円の節約になります。

必要なときだけつける　
◇暖房を１日1時間短縮した場合（設定温度：
　２０℃）
　　・年間で電気４０．７３kWhの省エネ
　　・CO2削減量１９．９kg
　　・年間で約１，１００円の節約になります。

石油ファンヒーター

フィルター掃除で効率アップ　
　ファンヒーターの性能をフルに活用するには、
フィルターのお手入れは欠かせません。掃除機で
ホコリを吸い取ったり、ぬるま湯で洗ってからしっ
かり乾かしましょう。

冬季の室温は２０℃を目安に　
◇外気温度６℃の時、設定温度を２１℃から
　２０℃にした場合（使用時間：９時間／日）
　　・年間で灯油１０．２２Lの省エネ
　　・CO2削減量２５．４kg
　　・年間で約８８０円の節約になります。

必要なときだけつける　
◇１日1時間短縮した場合（設定温度：20℃）
　　・年間で灯油１５．９１Lの省エネ
　　・年間で電気３．８９kWhの省エネ
　　・CO2削減量４１．５kg
　　・年間で約１，４７０円の節約になります。

　　【暖房時の工夫】　　（適宜、換気をしましょう。）
　　　◇厚手のカーテンを使用しましょう。床まで届く長いカーテンの方が効果的です。
　　　◇扇風機を併用して、温まった空気を循環させましょう。
　　　◇エアコンの室外機のまわりに物を置かないようにしましょう。（暖房の効果が下がります。）

出典：資源エネルギー庁ウェブサイト
（https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/howto/）

問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３　　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０
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～まちの話題～～まちの話題～

きれいな花が咲きますように
「人権の花」贈呈式が行われました

　花づくりを通して互いを思いやる心や生命を大切にする

心を育む『人権の花』運動に取り組む余子小学校で、この

度、『人権の花』贈呈式が行われました。

　贈呈式後、人権擁護委員や地域協力員と一緒に苗植えを

した５・６年の児童は、今後、協力し合いながら花を育

て、いろんな人に花を楽しんでもらうよう地域の方へ花の

贈呈や全校児童に花のしおりの配布も計画しています。

人生１００年時代のお手本
市内100歳長寿者に記念品を贈呈

　今年度中に１００歳を迎えられる８人の皆さんに、長寿

のお祝いとして記念品が贈呈されました。

　代表して伯州綿で編まれたひざ掛けを受け取られた大正

町の黒見すめ子さんは、「柔らかくていいですね」と肌触

りの良さを感じておられました。

　長寿の秘訣は、「三度の食事をきちんと取ること、今で

も現役で店番をし、通行人を眺めるのが日課。」とのこと

です。人生１００年時代のお手本として、自分の好きなこ

とを楽しみ、フレイル予防の３つの柱「栄養・運動・社会

参加」をコツコツと実践しておられました。

境港の特産物を広めよう！
境港総合技術高校の生徒の取り組み

　境港総合技術高等学校福祉科の３年生が、地域の子どもたちに『境港の特産物に

親しみをもってもらうこと』というテーマで課題研究を行いました。

　境港の特産物の一つに『さつまいも』があることを知り、あがりみち保育園の園

児の皆さんとさつまいもを一緒に植えたり、おいもソングを使ってダンスを考え、

そのダンスを踊りました。

　その他の活動として、なぜ、さつまいもが境港で栽培されるようになったか分か

るように紙芝居も作成しています。

　今後は、この紙芝居を使って子どもたちに境港のさつまいもの歴史を伝える活動

をしていく予定です。
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　「ハイビーム」は「走行用前照灯」、「ロービーム」は

「すれ違い用前照灯」とされています。暗い郊外や明かり

のない道路などで対向車や先行車がいない場合はハイビー

ムを活用し、街灯や明かりのある市街地や対向車、先行車

がある場合はロービームで走行しましょう。

【ポイント１】

  ハイビームは、前方約１００ｍ先まで照らすことから、

前方の歩行者や障害物の早期発見が可能になります。

　また、相手により早く自己の車両の存在を認識させるこ

とができます。

【ポイント２】

  ロービームは、前方４０ｍ先しか照らすことができませ

ん。湿潤路面で時速６０ｋｍでの停止距離は約４１ｍであ

り、照射範囲内で歩行者や障害物を発見しても、停止する

ことができません。

　詳しくは、境港警察署交通課（☎44－0110)までお問

い合わせください。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

ハイビームの上手な活用で
　　　　交通事故防止をお願いします
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れ
た
。）

　

「
十
一
時
、
細
工
峠
付
近
。
玉
理
寺

あ
り
。
又
、
松
田
の
廟
も
あ
り
参
拝
。」

「
松
田
氏
は
昔
、
尼
子
氏
に
攻
め
ら
れ
、

家
来
と
共
に
こ
こ
で
切
腹
し
た
。」
と

の
記
述
。
お
寺
で
昼
食
を
取
り
、
次
に

持
田
村
に
て
道
を
尋
ね
、
楽
山
を
目
指

し
ま
し
た
。（
続
く
）

　
　
　
　
　
　

編
集【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
5252
））

上
道
尋
常
高
等
小
学
校

上
道
尋
常
高
等
小
学
校

　

高
等
科
修
学
旅
行
記（
第
一
話
）

　

高
等
科
修
学
旅
行
記（
第
一
話
）

　こんにちは、地域おこし協力隊の矢本成年です。

　現在、綿栽培は収穫の終盤に入っています。

　今回は、１０月２日（土）に開催した「伯州綿収穫体

験」のことをお伝えします。

　当日は夏を思わせるような秋晴れで、４才以下の乳幼

児とその家族１０組２９人の参加がありました。白くは

じけた伯州綿を小さな手も借りて、ワイワイと３０分ほ

どで約２ｋｇ収穫できました。

　その後、隣の有限会社環建さんの芋畑で、芋掘り体験

もしてお土産もでき、楽しかったという声も多くいただ

きました。

　親子が収穫した綿は、「ぬくもりの綿リレー」として、

これから生まれる赤ちゃんへのお祝い品「おくるみ」な

どの原料に使用します。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

大正時代の中海周辺図
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

233消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.7　

　私はダム・ゴック・クァン　　

と申します。大学で日本語を

専攻し、大学時代に１年間埼

玉大学に留学、１０月から国

際交流員として水産商工課に

配属されました。

　国際交流員の魅力は日常会

話からビジネスまでこなす

日本語能力の高さだと思いま

す。単に翻訳・通訳だけではなく、地域の外国人住民、特

にベトナム人住民の環境整備にも力を発揮したいです。境

港市に住む外国人の約半数はベトナム人です。生活情報を

ベトナム語で提供したり、日本語クラスや技能実習生との

交流会などの多文化共生事業の補助にも取り組んでいきた

いと思っています。

　また、語学講座や料理教室などを通じて、異文化理解の

促進を図ることも心掛けていきたいと考えています。

　市内に暮らすベトナム人をはじめとした市民との交流を

更に進め、さまざまな機会にベトナムの文化を紹介するこ

とで、日本人・外国人共に安心して生活できるよう支援し

ていきたいと思います。

　戦争によって、悲しい過去があるベトナムと日本は、さ

まざまな苦しみを乗り越え今の平和な時代があります。

人々と文化が深く関り、お互いを知ることで、ベトナムと

日本は更に良い関係を作れると思います。出会い、絆、そ

して未来、世界の仲間たちと共に国と国の距離を縮めるた

め、多文化共生社会へと向かっていくことは必要不可欠で

す。国際交流員として母国の魅力を発信し、交流を促進し、

お互いの理解を深めることが私の大きな使命だと確信して

います。

　糖尿病の予防、治療、療養について啓発活動を推進

することを目的に、１１月１４日を世界糖尿病デーと

しています。

　糖尿病とは、インスリンというホルモンの作用が低

下したため、体内に取り入れられた栄養素がうまく利

用されずに、血液中の「糖」が多くなっている状態で

す。血糖値やヘモグロビンＡ１ｃ、糖負荷試験などに

より診断され、そのままにしておくと神経、目、腎臓

の障害など、恐い合併症を引き起こしやすくなります。

　糖尿病の患者、予備群の人は年々増えています。我

が国でも国民健康・栄養調査結果から、２０歳以上の

５人に１人が糖尿病または、糖尿病予備群であるとい

う事が明らかになっています。

　糖尿病は、痛みなどの症状が現れにくい病気です。

健康診断を定期的に受けて、自分の健康状態について

確認し、「要指導・要再検」または「要医療」と言わ

れたら、「何ともないから、大丈夫」と考えず、必ず

医療機関で再検査、精密検査を受けましょう。

　そして、自身の食生活や運動習慣等の生活習慣を振

り返るきっかけとしましょう。

保健師の
　　  ちょっと一言
見逃さないで！糖尿病

ベトナムから国際交流員が着任しました！

【事例】

　遠方の魚介類の販売業者から「過去に注文実績のあるお

客さんに案内している」と電話がかかり、「コロナ禍で観

光客が減って困っている」と言われ同情してしまった。勧

められるまま１万５千円の魚介類セットを注文したが、電

話を切ったあとで、過去に注文した業者とは別の業者で話

が嘘だったことがわかった。

【アドバイス】

◇販売業者は「新型コロナウイルスの影響でお客が減少し

　ている」「助けてほしい」などと関心や同情を引く話を

　して、購入を勧めてきますが、内容に不審な点があれば

　話を聞かず、きっぱりと断りましょう。

◇業者から電話で勧誘されて契約した場合、クーリング・

　オフができます。契約書または申込書を受け取った日を　

　１日目と数えて８日間は、はがき等の書面で通知するこ　

　とで契約を解除することができます。

◇電話で勧誘された際、購入しないと告げたにも関わらず、

　一方的に商品を送り付けられた場合は、念のため送り主

　の名称や所在地、連絡先をメモしたうえで、宅配業者に

　受け取り拒否する旨を伝え、持ち帰ってもらいましょう。

◇魚介類に限らず、新型コロナウイルス感染症によって困

　っていることを口実に、電話勧誘が行われる可能性があ

　ります。不要であれば話し込まずに、はっきりと断る旨

　を伝えて電話を切りましょう。

▼相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

「コロナで困っている」と
同情を引くような勧誘をする手口に注意

17　令和３年１１月



informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

子
供
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間

　

内
閣
府
で
は
、
今
月
を
「
子
供
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」と
定
め
、

子
供
・
若
者
育
成
支
援
に
対
す
る
国

民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
各

種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
環
境

を
大
人
自
身
も
振
り
返
り
、
地
域
全

体
で
育
み
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
、
活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
窓
口
の
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い

た
人
は
、
申
請
者
本
人
の
来
庁
に
よ

り
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。カ
ー

ド
は
受
け
取
り
期
限
を
過
ぎ
て
も
保

管
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
末
ま
で
に
カ
ー
ド
を

申
請
し
た
人
は
、
12
月
末
ま
で
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
が
で
き
ま
す
の

で
、早
め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
混

み
合
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

11
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
補

　

助
、
電
子
証
明
書
の
更
新
や
暗
証

　

番
号
の
再
設
定
、
保
険
証
利
用
の

　

登
録
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

※
Ｗ
ｅ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
山
陰
キ
ャ
ン
ペ

　

ー
ン
対
象
施
設
で
す
。

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

境
港
市
事
業
承
継
支
援

補
助
金
の
創
設

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
事
業
承

継
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新

た
な
補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
対
象
者

①
【
法
人
】
市
内
に
本
社
を
有
す
る

　

中
小
企
業
者

　

【
個
人
】
市
内
に
本
店
と
な
る
事

　

業
所
が
あ
り
、
か
つ
市
内
に
住
民

　

登
録
の
あ
る
者

②
承
継
先
が
代
表
者
の
配
偶
者
お
よ

　

び
三
親
等
以
内
の
親
族
ま
た
は
自

　

社
の
役
員
お
よ
び
従
業
員
以
外
の

　

第
三
者
で
あ
る
こ
と

③
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

④
事
業
承
継
後
、
３
年
以
上
継
続
し

　

て
事
業
を
実
施
す
る
見
込
み
が
あ

　

る
こ
と　

な
ど

▼
補
助
額

　

事
業
承
継
先
を
探
す
た
め
、
専
門

機
関
と
契
約
し
た
際
に
支
払
う
着
手

金
、
手
付
金
、
そ
の
他
初
期
費
用
の

２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）

※
契
約
す
る
前
に
市
へ
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

※
「
事
業
継
承
個
別
相
談
会
」
も
開

　

催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
24
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

有　

料　

広　

告
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お
墓
の
事
に
つ
い
て

【
市
営
墓
地
の
空
き
状
況
】

　

市
営
墓
地
の
空
き
状
況
は
、
次
の

通
り
で
す
。（
10
月
１
日
現
在
）

◇
馬
場
崎
墓
地　

23
区
画

◇
中
央
墓
園　

46
区
画

◇
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

36
区
画

※
空
き
区
画
数
は
、
新
規
の
お
申
し

　

込
み
や
墓
地
区
画
の
返
還
に
よ
り

　

変
動
し
ま
す
。

※
最
新
の
空
き
区
画
数
、
空
き
区
画

　

の
場
所
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
空
き
区

　

画
数
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
個
人
墓
地
に
つ
い
て
】

　

市
営
墓
地
以
外
の
場
所
で
の
墓
地

の
新
設
や
既
設
墓
地
等
の
区
域
等
を

変
更
・
廃
止
を
す
る
場
合
は
、
法
律

に
よ
り
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
得
な
い
で
墓
地
等
を
新
設

す
る
と
、
使
用
を
制
限
も
し
く
は
禁

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

聴
覚
障
が
い
者
用

情
報
機
器
貸
出

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

の
意
思
疎
通
支
援
の
た
め
の
情
報
機

器
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ー
ン)

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
利
用
対
象

　

県
内
の
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に

く
い
人
の
関
係
団
体
・
学
校
教
育
法

に
定
め
る
学
校
・
官
公
庁
・
福
祉
関

係
団
体
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
そ
の
他
管
理
者
が
認
め
た
も
の
。

※
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
利
用
料　

無
料

▼
利
用
期
間　

１
週
間
以
内

▼
利
用
方
法　

　

利
用
登
録
後
、「
情
報
機
器
借
用

申
込
書
」
を
最
寄
り
聴
覚
障
が
い
者

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
利
用
方
法
や
手
続
き
に
つ

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
利
用
１
週
間
前
ま
で
に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
30
‐
３
６
５
９

　
　
　
　
　
　
　

●
30
‐
３
６
６
０

●h
ttp
s://to

rid
e
a
f.jp
/p
u
b
lic
s/

in
d
e
x
/4
9
/

最
低
賃
金
の
改
正

10
月
６
日
（
水
）
か
ら
、
鳥
取
県

最
低
賃
金
が
時
間
額
８
２
１
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規

模
お
よ
び
常
時
・
臨
時
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
・
嘱
託
な
ど
の
雇
用
形

態
や
呼
称
に
関
わ
ら
ず
、
県
内
の
事

業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
賃
金
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

　

手
当

②
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

③
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　

払
わ
れ
る
賃
金

④
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
お
よ
び

　

深
夜
労
働
の
割
増
賃
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５

踏
切
事
故
を
防
ぐ

４
つ
の
お
ね
が
い

‐
列
車
は
急
に
は
止
ま
れ
な
い
‐

　

中
国
地
方
の
踏
切
で
は
、
過
去
５

年
間
で
踏
切
道
に
お
い
て
列
車
と
自

動
車
・
歩
行
者
等
が
接
触
す
る
事
故

が
66
件
発
生
し
、
28
人
が
亡
く
な
ら

れ
、
17
人
が
負
傷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

踏
切
を
通
行
す
る
と
き
は
、
次
の

４
つ
の
お
願
い
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
時
停
止

　

し
ま
し
ょ
う

②
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
踏
切
内

　

に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

③
踏
切
を
越
え
た
先
に
自
分
の
車
の

　

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
合
は
、
踏
切

　

に
進
入
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

④
転
倒
防
止
、
他
者
と
の
接
触
防
止

　

の
た
め
、
歩
き
ス
マ
ホ
は
止
め
ま

　

し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
中
国
運
輸
局
鉄
道
部
安
全
指
導
課

　

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
８
７
９
９

◇
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　

米
子
支
社　

安
全
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
８
１
２
６
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informationinformation

農
業
委
員
会
情
報

【
秋
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
】

　

農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
秋

の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を
決
定
し
ま

し
た
。

【
農
地
利
用
意
向
調
査
】

　

今
年
９
月
か
ら
10
月
に
実
施
し
た

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
耕
作

さ
れ
て
い
な
い
と
判
定
し
た
農
地

（
森
林
化
し
た
農
地
を
除
く
）
に
つ

い
て
、「
農
地
利
用
意
向
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
内
の
遊
休
農
地

所
有
者
の
意
向
を
把
握
し
、
担
い
手

農
家
へ
農
地
を
集
積
す
る
等
、
今
後

の
境
港
市
の
農
業
政
策
に
と
っ
て
重

要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

ウ
ィ
ッ
グ
・
補
整
下
着

購
入
費
用
補
助
制
度

【
境
港
市
が
ん
患
者
の
社
会
参
加
支

援
事
業
】

　

鳥
取
県
の
が
ん
患
者
の
社
会
参
加

応
援
事
業
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

人
に
、
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）・
乳

房
補
整
具
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
お
よ
び
乳

房
補
整
具
の
購
入
費
用
か
ら
、
県
が

交
付
し
た
県
補
助
金
額
を
引
い
た
額

の
2
分
の
１
の
額
、
ま
た
は
1
万
円

の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
補
助
し
ま
す
。

　

県
の
補
助
金
交
付
決
定
後
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成

対
象
者
が
拡
が
り
ま
す

　

従
来
、
乳
幼
児
と
高
齢
者
を
対
象

と
し
て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
費
用
助
成
に
つ
い
て
、
今
年

度
よ
り
妊
婦
お
よ
び
重
度
障
が
い
者

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
市
か
ら
接
種
券
を

郵
送
ま
た
は
窓
口
で
交
付
を
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
妊
婦

◇
重
度
障
が
い
者
（
就
学
後
〜
60
歳

　

未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
に
よ
る
免
疫
不
全

　

障
害
の
障
害
者
手
帳
１
級
保
持
者
）

▼
接
種
期
間

　

来
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

▼
助
成
限
度
額

　

１
人
２
千
円（
１
回
分
の
み
助
成
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

有　

料　

広　

告
520

作業名 標準額（税込み） 摘要

耕
う
ん

水田一般 6,700円

10アール当たり水田ほ場整備地 6,500円

畑 9,000円

稲
刈
り

バインダー 15,000円
10アール当たり
（ひも込み）

コンバ
イン

水田一般 32,000円
10アール当たり
（乾燥込み）水田ほ場

整備地
31,000円

脱　穀 550円 もみ30kg 当たり

一般労務 830円 1時間当たり

種別 土木 土木 土木 土木

工事名
（業務名）

竹内佐斐神線ほか
１路線改良工事

境２５号線ほか
１路線改良工事

上道４２号線ほか
１路線改良工事

汚水桝新設
（その２）工事

入札日 ９月13日 9月 13日 9月 13日 9月 29日

予定価格 19,797千円 19,662千円 15,464千円 15,239千円

落札額 19,690千円 19,470千円 15,180千円 14,575千円

落札率 99.5％ 99.0％ 98.2％ 95.6％

落札者 ㈱西村工業 ㈲隼建設 ㈲佐藤建設
㈲グリーン
アート

種別 土木

工事名
（業務名）

渡町汚水枝線
（その２６）工事

入札日 9月 29日

予定価格 14,370千円

落札額 14,366千円

落札率 99.9％

落札者 ㈱西村工業

市報さかいみなと　20



境
港
再
発
見-

講
座

「
境
港
楽
」

　

今
年
最
後
の
テ
ー
マ
は
、「
芋
代

官　

井
戸
平
左
衛
門
」
で
す
。

▼
と　

き

11
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
講　

師

　

根
平　

雄
一
郎
さ
ん
（
境
港
歴
史

研
究
会
代
表
）

▼
参
加
料
（
資
料
代
）　

５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
楽
習
会　

定
岡
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
６
１
９
１

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

　

市
報
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い

た
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
に
つ

い
て
、
衆
議
院
議
員
選
挙
と
日
程
が

重
な
っ
た
た
め
、
次
の
日
程
に
延
期

し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

11
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員

会
事
務
局　

由
浪
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

☎
45
‐
７
２
９
０

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【
第
７
回
自
然
を
楽
し
む
菜
園
講
座
】

　

〜
春
・
夏
野
菜
の
準
備
〜

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
実

践
し
、
活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に

招
い
て
の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
実
際
に
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
づ

く
り
を
体
験
し
て
、
春
か
ら
の
野
菜

づ
く
り
、
ボ
カ
シ
の
使
い
方
等
を
学

び
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

12
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

な
ぎ
さ
会
館

▼
講　

師

　

渡
部　

敏
樹
さ
ん
（
自
然
農
法
園

さ
か
い
夢
の
浜
代
表
）

▼
定　

員

20
人　

▼
申
込
期
限

12
月
４
日
（
土
）

※
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

青
少
年
意
見
発
表
会

　

市
内
の
中
学
生
９
人
に
よ
る
意
見

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
を
生
き
る
中
学
生
は
何
を
思
い
、

何
を
感
じ
て
い
る
の
か
。
彼
ら
彼
女

達
が
自
分
や
社
会
に
向
き
合
い
、
考

え
、
ま
と
め
た
言
葉
を
ぜ
ひ
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
18
日
（
木
）
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

第
二
中
学
校　

多
目
的
室
１

▼
主　

催

　

青
少
年
育
成
境
港
市
民
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

地
域
学
校
協
働
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム　

境
港

　

境
港
市
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
推
進
に
あ
た
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
と
学
校
と
の
よ
り
良
い
連

携
・
協
働
の
あ
り
方
や
ひ
と
づ
く
り

の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
と　

き

11
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
20
分~

午
後
４
時

　

（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

▼
と
こ
ろ

　

さ
か
い
幸
朋
苑
ナ
マ
ス
テ
ホ
ー
ル

▼
内　

容

　

講
演
・
参
加
者
同
士
の
感
想
交
流

▼
講　

師

　

大
畑　

伸
幸
さ
ん
（
島
根
県
益
田

市
教
育
委
員
会　

ひ
と
づ
く
り
推
進

監
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

informationinformation

有　

料　

広　

告

催催 

しし
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informationinformation

労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

　

基
本
的
な
労
働
関
係
法
令
等
の
学

習
機
会
を
提
供
し
、
労
働
者
・
経
営

者
間
の
紛
争
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
は
労
務
担
当
者
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

▼
対
象
者

　

事
業
主
、
管
理
者
、
労
務
担
当
者
、

一
般
の
方
な
ど
で
興
味
の
あ
る
人

▼
と　

き

11
月
12
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館　

２
階
研
修
室

　

（
米
子
市
中
町
８
）

▼
内　

容

90
分
で
社
労
士
が
解
説
！
労
務
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
と
ト
ラ
ブ
ル
対
応

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
休
業
と
賃
金

　

の
考
え
方

・
副
業
・
兼
業
の
注
意
点

・
最
近
気
に
な
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

▼
講　

師

　

尾
﨑　

宏
之
さ
ん
（
社
会
保
険
労

務
士
）

▼
定　

員

35
人

※
完
全
予
約
制

▼
参
加
料　

無
料

▼
そ
の
他

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
相
談
会

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所

　

み
な
く
る
米
子

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
８
７
８
５

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

※
ウ
ェ
ブ
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

●h
ttp
s://w

s.fo
rm
zu
.n
e
t/sf

g
e
n
/S
6
6
2
1
0
5
6
8

市
職
員
採
用
試
験
（
第
２
回
）

　

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
等

▼
資
格
等
要
件

　

詳
細
は
、
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
一
次
試
験
日

　

来
年
１
月
16
日
（
日
）

▼
申
込
期
限

12
月
17
日
（
金
）
午
後
５
時
15
分

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
子
申
請
、
郵
送
ま
た
は
持
参

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

親
子
ト
ラ
ン
ポ
・

ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室
参
加
者

▼
と　

き

11
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
受
付　

午
前
10
時
〜
）

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
対　

象

　

幼
児
〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
準
備
品

◇
上
靴

◇
運
動
が
で
き
る
服
装

◇
タ
オ
ル

◇
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員

20
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限

11
月
16
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
ル
ト

ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

●u
ltra
-c
s@
se
a
.c
h
u
k
a
i.n
e
.jp

Mail

有　

料　

広　

告

募募 

集集

職種
募集
人数

住所
要件

年齢要件

一般
事務

１人
程度

なし

平成３年４月２日
以降に
生まれた人

保健師
１人
程度

昭和５６年４月２日
以降に
生まれた人

Web

　　　　　　　　　　　     市報・議会だよりが

　　　　　　    アプリでも
　　　　　　    読めます！
※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。

　※広告が表示されますが、市とは何ら関係ありません。

　※『マチイロ』は、株式会社ホープ（☎092-716-1404）が作成しています。
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境
の
さ
か
な

捌
き
方
教
室
参
加
者

　

さ
か
な
を
捌
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

調
理
時
間
も
楽
し
く
な
り
、
さ
か
な

料
理
も
さ
ら
に
美
味
し
く
感
じ
ま
す
。

　

今
回
は
、
さ
か
な
を
捌
く
こ
と
を

中
心
に
、
簡
単
な
調
理
方
法
や
さ
か

な
の
栄
養
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

く
教
室
で
す
。

　

３
回
全
て
参
加
さ
れ
た
人
に
は
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

18
歳
以
上
で
、
３
回
参
加
で
き
る

境
港
市
民

▼
と　

き

◇
１
回
目　

11
月
27
日
（
土
）

◇
２
回
目　

12
月
18
日
（
土
）

◇
３
回
目　

来
年
１
月
29
日
（
土
）

　

各
日
と
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

２
階

▼
参
加
費
（
３
回
分
）

　

一
人
あ
た
り
１
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

11
月
17
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と
電
子
メ
ー
ル
の

場
合
、
参
加
者
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
定　

員　

10
人

　

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

水
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

　
　
　
　
　
　
　

●
47
‐
７
９
５
７

　

●su
isa
n
@
c
ity
.sa
k
a
im
in
a

　

to
.lg
.jp

気
軽
に
筆
談
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者

　

日
常
生
活
の
中
で
音
声
情
報
を
得

に
く
い
聴
覚
障
が
い
者
等
へ
、
文
字

情
報
提
供
が
気
軽
に
で
き
る
よ
う
、

筆
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
ま
す
。

▼
対　

象

　

高
校
生
以
上
で
筆
談
に
関
心
の
あ

る
人
、
仕
事
で
窓
口
対
応
に
携
わ
る

人▼
と　

き

①
11
月
27
日
（
土
）

②
11
月
30
日
（
火
）

③
12
月
19
日
（
日
）

　

各
日
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

①
県
立
米
子
産
業
体
育
館

②
米
子
市
公
会
堂

③
県
立
米
子
産
業
体
育
館

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
定　

員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
封
筒
に
「
筆
談
セ

ミ
ナ
ー
申
込
書
」
と
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
限

①
11
月
19
日
（
金
）

②
11
月
22
日
（
月
）

③
12
月
10
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
６
８
３
‐
０
８
４
５

　

米
子
市
旗
ヶ
崎
６
丁
目
19
‐
48

　

堀
田
ビ
ル
１
階

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
30
‐
３
６
５
９

　
　
　
　
　
　
　

●
30
‐
３
６
６
０

ミ
ニ
手
話
講
座

【
３
回
連
続
編
】

　　

手
話
言
語
に
興
味
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

ミ
ニ
手
話
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

　

12
月
10
日
（
金
）、
17
日
（
金
）、

24
日
（
金
）

　

各
日
と
も
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

実
技
お
よ
び
講
義

▼
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

◇
郵　

送

　

福
祉
課
窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書

に
記
入
し
、
申
込
書
記
載
の
住
所
宛

に
「
ミ
ニ
手
話
講
座
申
込
書
在
中
」

と
朱
書
き
の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　

送
信
後
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
確
認

の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
メ
ー
ル

　

鳥
取
県
聴
覚
障
害
者
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

12
月
３
日
（
金
）（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
２
‐
０
８
２
２

　

倉
吉
市
葵
町
７
２
４
‐
15

　

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー

　
　

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

　
　

●
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

職
業
訓
練
参
加
者

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
安
定
し
た

就
職
を
目
指
す
人
へ
職
業
訓
練
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
在
職
中
で
も

受
講
可
能
な
特
例
コ
ー
ス
で
す
。

▼
訓
練
科

　

速
習
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
実
践
科

（
短
期
間
）

▼
概　

要

　

多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
な
ど

実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
磨
き

ま
す
。（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

▼
訓
練
期
間

　

12
月
27
日
（
月
）
〜
来
年
２
月
25

日
（
金
）

▼
訓
練
場
所

　

ス
ペ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

（
米
子
市
灘
町
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

▼
定　

員　

12
人

▼
募
集
期
限

　

12
月
16
日
（
木
）
正
午

▼
応
募
資
格

◇
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

　

受
け
て
シ
フ
ト
が
減
少
し
た
人
や

　

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
在

　

職
中
の
人

▼
受
講
料　

無
料

　

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実
費
）

▼
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
し
て
い
ま
す
。

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
は
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
米
子
公
共

職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

◇
鳥
取
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

鳥
取
県
内
の
職
業
訓
練
一
覧
な
ど

の
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

●h
ttp
s://jsite

.m
h
lw
.g
o
.jp
/to

　

tto
ri-ro

u
d
o
u
k
y
o
k
u
/b
a
n
n
e
r

　

_lin
k
/2
2
sh
o
k
u
g
y
o
k
u
n
re
n
.

　

h
tm
l

informationinformation

Mail

FAX

FAX

Web

FAX
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informationinformation

納
税
相
談

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
場
合
の
猶
予
制
度
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
、
無
担
保
・
延
滞
金
な
し
で
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

　

収
入
が
前
年
若
し
く
は
前
々
年
同

月
と
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て
い

て
、
か
つ
一
時
に
納
付
で
き
な
い
者

▼
申
請
対
象

◇
令
和
２
年
度
徴
収
猶
予
許
可
分

◇
令
和
３
年
度
課
税
分

▼
申
請
期
限　

納
期
限
ま
で

　

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

11
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　

12
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
納
め
る

　

金
額
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き

11
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

●y
o
n
a
g
o
-sa
p
o
@
ro
u
k
y
o
u
.g
r

.jp

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
が
手
続
き

が
複
雑
そ
う
、
後
継
者
が
い
な
い
が

会
社
は
存
続
さ
せ
た
い
。

　

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
こ
う
し

た
事
業
主
が
抱
え
る
事
業
承
継
の
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
す
る
、
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
会
社
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き

11
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
完
全
予
約
制

※
来
月
以
降
も
、
毎
月
第
３
木
曜
日

　

に
開
催

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
員

　

田
原
明
夫
さ
ん
（
中
小
企
業
診
断

士
）

▼
申
込
期
限　

開
催
日
の
前
日
ま
で

▼
定　

員　

２
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

※
「
境
港
市
事
業
継
承
支
援
補
助
金

　

の
創
設
」
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ

　

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
18
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

な
ん
で
も
相
談
会

　

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
等
の

権
利
擁
護
の
た
め
に
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
等
の
専
門
職
が
、相
続
関
係
・

成
年
後
見
制
度
・
差
別
待
遇
の
こ
と

な
ど
、
な
ん
で
も
相
談
に
乗
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

11
月
26
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
料　

金　

無
料

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

空
き
家
・
空
き
土
地
・

不
動
産
こ
ま
り
ご
と

無
料
相
談
会

▼
と　

き

11
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ

　

ユ
ウ
ベ
ル
プ
ラ
ザ
２
階
グ
レ
イ
ス　

（
米
子
市
米
原
５
丁
目
５
‐
１
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人　

鳥
取
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会　

西
部
支
部

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
８
２
０
８

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

60
歳
以
上
の
人
の
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
「
生
涯
現
役
求
人
」
を
中
心

に
お
仕
事
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
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ー
お
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】
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職
、
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ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
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ど
、
お
仕
事
の
事
な

ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

11
月
９
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
土
曜
日

　

も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

※
「
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
会
」

　

も
開
催
し
ま
す
。
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相相 

談談

Mail
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informationinformation

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期

となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

両親学級
※要事前申し込み

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　妊婦さんお一人の参加もOKです。

▼と　き　１１月２８日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分 

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容

①こころと身体のリラックス

　講師　瀬尾久美子さん

　　　　（マタニティビクスインストラクター）

②情報交換会

▼申込期限　１１月２５日（木）

※託児もあります。

　申し込みの時にお知らせください。

※新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用

　でご参加ください。また、体調不良の場合は、参

　加の見合わせをお願いします。

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２

～鳥取県西部広域行政管理組合　消防局からのお知らせ～
●１１月９日は「１１９番の日」
◇通報時は、落ち着いて係員の質問に答えてください。いざという時に備えて、電話のそばに住所、

　名前、電話番号を記入したメモを準備しておきましょう。

◇携帯電話からの通報は災害現場の地点特定に時間を要することがあります。その場合は、付近

　の目標となる建物や住居表示などを確認してお伝えください。

●Ｎｅｔ１１９緊急通報について
　Ｎｅｔ１１９緊急通報は、聴覚・言語機能に障がいのある人がスマートフォン等のインターネッ

トを利用して消防へ緊急通報を行えるシステムです。

　詳しくは、ホームページをご覧ください。　https://www.tottori-seibukoiki.jp/1549.htm

●令和３年秋季全国火災予防運動の開催

▼防火標語　「おうち時間　家族で点検　火の始末」

▼実施期間　１１月９日（火）～１５日（月）　
　この時期はストーブ等の暖房器具の使用が増えてきます。

　暖房器具は使用する前に点検を実施し、正しく使って火災が発生しないようにご注意ください。

▼問い合わせ先
　鳥取県西部広域行政管理組合　消防局　☎３５－１９５１　　３５－１９６１FAX

Web
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認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】
▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※園舎の開放は、中止しています。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報
【境港市アートスタート事業】

※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き

　１１月１０日（水）午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　親子でわらべうたを楽しみましょう

▼定　員　１０組

▼申込期間　１１月１日（月）～８日（月）

【巡回子育てプレイランド】

※事前申し込み不要

▼と　き　１１月１２日（金）午前１０時～１１時３０分

▼ところ　誠道公民館

▼内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

※併せて、「巡回型子ども服リユース事業」も開催します。

【おおきくなったね！＆親子歯みがき教室】

※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１１月１５日（月）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

　　　　　　（親子歯みがき教室は、午前１１時～）

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　１１月生まれの誕生会、親子歯みがき教室

　　　　　歌、おはなし会、身体計測・手形・足形　など

▼持ち物（歯みがき教室）

　コップ、歯ブラシ、手拭きタオル

▼定　員　◇おおきくなったね！　１３組

　　　　　◇親子はみがき教室　１５組

▼申込期間　１１月２日（火）～１２日（金）

【食育講習会】

※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１１月２６日（金）午前１０時３０分～１１時

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　食育講習会～おいしく楽しく食べるために～

◇講　話　生活リズムを整えよう

◇デモンストレーション　旬の食材を使った料理とおやつ

▼申込期間　１１月２日（火）～２４日（水）

▼定　員　１３組　　　

【０歳さんあつまれ～！】※要事前申し込み

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　１１月２９日（月）、３０日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　「親子でわらべうたを楽しみましょう」

　　　　　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食・発達・しつけなどの相談

　　　　　身体計測・手形・足形　　　

▼定　員　各日１２組

▼申込期間　１１月２日（火）～２４日（水）

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成保育園
【親子リトミック♪】※要事前申し込み

▼対　象　未就園児親子（首がすわった３、４カ月位

　　　　　の赤ちゃんからＯＫ）

▼と　き　１１月２４日（水）午前１０時～１１時

※リトミックは、午前１０時から３０分間

▼講　師

　岡本理恵さん（おかもとリトミック＆ピアノ教室）

▼定　員　４組

※申し込み時に、お子さんの生年月日をお聞きします。

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策として

　たくさんのお願いをしています。

　詳しくはお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先　

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

境港市ファミリー・サポート・センター

子育て支援活動
【交流会（クリスマス会）】

▼と　き

　１２月５日（日）午前１０時～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター　講堂

▼申込開始日　１１月１５日（月）

▼定　員　１５組

※会員以外の方も参加できますが、申し込み多数の場

　合は会員を優先します

▼申し込み・問い合わせ先

　境港市ファミリー・サポート・センター

　☎４５－６６６０

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」
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☆乳幼児健康診査・相談の日程

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

１１月３日（水・祝）
毎月第４金曜日

10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※11月 3日はお休みします

10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

11月25日（木）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和3年 4月生まれの乳児

健康推進課  保健係
☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

12月  7 日（火） 令和3年 5月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

11月10日（水） 令和2年 4月生まれの幼児

12月22日（水） 令和2年 5月生まれの幼児

３歳児
健康診査

11月11日（木） 平成30年 8月生まれの幼児

12月23日（木） 平成30年 9月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

12月  1 日（水）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

妊活相談
9：30～ 11：30
（受け付けは11：00まで）

お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

「働くママを応援する」

子育て応援お仕事相談
　「扶養範囲内」「日祝休み」「学校行事への対応」

など子育てしながらご自身にあった仕事選びをサ

ポートいたします。

▼と　き　毎週月曜日～土曜日

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　☆比較的空いている土曜日がおすすめ！

▼ところ　県立境港ハローワーク

　　　　　☎４４－３３９５

　（市役所別館１階　ハローワークに入って左側）

※生涯現役お仕事相談・火曜ナイターお仕事相談会

　も行います。

　日程等詳しくは、本紙２４ページをご覧ください。

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和２年１２月、令和３年３、

　６月の人は、１１月３０日（火）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

　　また、令和３年４月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも、申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和３年６～８月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和３年３～５月 出生月の６～８カ月後

３回目
令和２年１２月～
令和３年２月

出生月の９～１１カ月後
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今月の新規図書

【一般書】

◇勘定侍柳生真剣勝負【４】　　（上田秀人）

◇老人はAI社会をどう生きるか　  （平松類）

◇獣神サンダー・ライガー自伝【上下】

◇定年後の作法　　　　　　　　　　（林望）

◇夏服を着た恋人たち　　　　　（小路幸也）

◇機械式時計大全　　　　　　　（山田五郎）

◇ジェンダーと脳　　　　　　（Ｄジョエル）

◇オールドボーイ　　　　　　　（色川武大）

◇知っておくと便利鉄道トリビア集（植村誠）

◇みんなで楽しむｅスポーツ　（田蓑健太郎）

◇内村光良リーダー論　　　　　（畑中翔太）

【児童書】

◇実験対決【３８】　　　　　　　（洪鐘賢）

◇秋　　　　　　　　　　　　（かこさとし）

◇おばけと友だちになる方法　（Ｒグリーン）

◇フンコロガシといしころ（Ｃシュヴァルツ）

◇アンパンマンとゆうれいせん（やなせたかし）

◇大人も知らない？ふしぎ現象事典

◇神話最強王図鑑　　　　　　　（健部伸明）

◇パンツのなかのまほう　（なかがわさやこ）

◇かなしきデブ猫ちゃん　　　　（早見和真）

◇科学探偵怪奇事件ファイル【２】（佐東みどり）

◇プンスカジャム　　　　　（くどうれいん）

　　　　　　　　　　　　　　　計５１５冊

☆貸出冊数・期間　　　１人１０冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

神
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
（
原
邦
雄
）

復
刻　

伯
耆
米
子
城

　
　
　
　
　

（
佐
々
木
謙
）

　図書館関連 催し物

　昭和６２年６月に開館し、長年大勢の人に親しまれ利

用されてきた市民図書館本館は、来年２月をもって約

３５年の歴史を閉じます。

　そこで、皆さんから図書館にまつわる思い出やエピソー

ド、写真を募集します。みなさんの思いのあふれた有終

の美を飾ることができたらと思います。どうぞご協力を

お願いします。なお、詳しくは市民図書館にお尋ねくだ

さい。

市民交流センターの建設に向けて⑱
　図書館側の外壁には押型成形セメント板が張ってあり

ます。その一部に、見る角度によって壁の模様が異なっ

て見えるように、シルバー色の塗装がされています。

　市民交流センターの壁は、ホール側と図書館側で異な

る模様の2種類となります。

　新型コロナウイルスの感染防止にも気を付けながらの

工事が続いています。よろしくお願いします。

図書館の思い出を募集します

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

１１月２０日（土）

１２月　４日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

お忘れなく！
 国民健康保険税（５期）　　　後期高齢者医療保険料（５期）　　
 介護保険料（４期）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は １１月３０日（火） です
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します

戦
う
ム
シ
大
百
科
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－境港市の人口－
　　男　：16,144人（－ 30）
　　　女　：17,216人（－ 21）
　　合　計：33,360人（－ 51）
　　世帯数：15,360世帯（－23）

　※令和３年９月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
１１月１１日（木）
１２月　９日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
１１月１２日（金）
１２月１０日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

１１月１０日（水）
１２月　８日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

１１月　５日（金）
１１月１９日（金）
１２月　３日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

１１月１８日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
１１月　９日（火）
１２月１４日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

１１月２２日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

11月 18日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会                                  
懐かしの映画音楽特集

文化ホール
14：00～
16：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

11月 28日（日） いどばたマルシェ
海とくらし
の史料館

11：00～
15：00

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

マルシェの
入場無料

12月 4日（土）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会
ドーナツ盤（シングルレコード）特集

文化ホール
14：00～
16：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

12月 5日（日）
第1回シンフォニー・ムービー・シアター
「人生フルーツ」上映会

文化ホール
①10:00 ～
② 13:00 ～
③ 16:00 ～

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

1,000円
（前売700円）

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

29　令和３年１１月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい すくすく育ってね☆

☆ネットで応募☆
できるように
なりました

藤
ふじおか

岡 叶
かなと

音 ちゃん

（令和２年３月９日生）（外江町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

いつも元気なかなくん♪おしゃべりが上手に

なったね ！これからもみんなを楽しませてね！

福
ふくしま

島 匠
たくみ

海 ちゃん

（平成３０年７月２１日生）（浜ノ町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

末っ子の甘えん坊の可愛い匠海くん。

いろいろな事に挑戦していこうね。

北
きただ

田 紗
さ な

菜 ちゃん

（令和３年６月１３日生）（財ノ木町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

毎日かわいい笑顔に癒されてるよ。

これからの成長が楽しみだね！

□材料（４人分）

◇合い挽きミンチ　300ｇ
◇玉ねぎ（みじん切り）
　　　　　　　　　 1/4 個
◇パン粉　　　　 大さじ 2
◇牛乳　　　　　 大さじ 1
◇塩、こしょう　　　 少々
◇小麦粉　　　　　　 少々
◇たまご　　　　　　 ４個
◇ごはん　　　 茶わん４杯
◇レタス　　　　　　 ４枚
◇ミニトマト（１/ ４に切る）
　　　　　　　　　　 8個

 材料 A
　◇水　　　　　100ｍｌ
　◇ケチャップ　 大さじ１
　◇とんかつソース
　　　　　　　　 大さじ１
　◇おろしにんにく
　　　　　　　 小さじ 1/2
　◇片栗粉　　　 小さじ 2

□作り方
①　ハンバーグを作る。ボウルに合い挽きミンチ、玉ねぎ、牛乳にひたしたパン粉、塩、こしょうを加えてよく混ぜる。

②　①を４つに分けて丸めてハンバーグの形にする。周りに小麦粉をまぶす。

③　ポリ袋に材料Aを入れて混ぜ、②を入れる。ポリ袋の中の空気を抜いて、上の方で結ぶ。

④　鍋の中にお皿を敷いてお湯を沸かし、中に③を入れて２０分中火にかけたら取り出す。

⑤ 温泉たまごを作る。④の鍋をコンロから下ろしてからたまごを入れ、蓋をして１２分待つ。

⑥ 茶わんにごはん、レタス、ハンバーグ、ミニトマト、温泉たまごを盛り付ける。

熱に強いポリ袋で簡単！美味しい！
煮込みロコモコ丼

【栄養成分表（１人あたり）】

エネルギー　508kcal ／

たんぱく質　24.3g ／脂

質　21.0g ／塩分　1.6g


